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研究成果の概要（和文）：ドロクイ属 2種は、孵化後約７日で波打ち際に加入した。仔稚魚は、
砂浜海岸に加入するが、やがて泥干潟へ移行し、異なる 2環境を必要とした。大規模な埋め立
ての結果、両種の産卵場が重複し、自然交雑種が出現すると推定された。ヒメジ科魚類は、種
毎に形態的特徴、採餌行動、採餌場所、採餌時間帯、餌生物が異なり、“食い分け”“棲み分け”
“時間分け”により、サンゴ礁池の環境を上手く使い、複数種が同一水域に生息していた。 
研究成果の概要（英文）：The 7 days old larvae of Nemalosa firstly occurred at sandy beaches, 

and then migrated to the tidal mudflats when they reached 15mm. It is suggested that 

larvae and juveniles of this genus need to different two environment in their early life 

history. The observed differences in feeding ecology of 15 species of Mullidae might be the 

result of an interspecific diet competition to avoid diet overlap among species. 
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１．研究開始当初の背景 

沖縄島をはじめとする亜熱帯の島嶼海域
における魚類の研究は、サンゴ礁やマング
ローブなどハビタットごとに研究が行われ
ることが多く、サンゴ礁-サンゴ礁池（イノ
ー）-干潟など内湾を構成するハビタットを
連続した一連の生態系としてそれらが内湾
性魚類の生産性にどのように寄与している
かを明らかにした研究はない。そこで本申
請ではサンゴ礁海域の内湾に生息する魚類
が、生活史の中でどの様に各ハビタットを
利用しているかを詳細に解析し、各ハビタ

ットも持つ意義と保全の必要性を明らかに
する。 

２．研究の目的 

沖縄県は黒潮の流軸に沿って点在する多
くの島々より形成される島嶼県である。各
島々はサンゴ礁に囲まれ、多種多様な魚類
が生息している。サンゴ礁に囲まれた礁池
を沖縄では“イノー”と呼んでいる。イノ
ーは生産性が高く、数多くの水産重要種が
生息しているため、手軽な魚介類資源の入
手場所として漁業者のみならず、多くの県
民が昔から伝統的に利用してきた。しかし、
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乱獲と急速に進む環境破壊からイノーの魚
介類資源は衰退の一途を辿っている。イノ
ー資源を将来にわたり持続的に維持利用し
ていくためには、この場所にスポットを当
てた詳細な研究が不可欠である。 
本土復帰後、陸と海の境である浅海域の

開発が急速に進み、沖縄県が日本に復帰し
た 1972 年当時に海岸線の 9 割を占めてい
た自然海岸が、1999 年には 7 割にまで減
少している。現在も開発のスピードは衰え
ず、本土の約 2倍の速さで自然海岸が消滅
している。沖縄県の沿岸魚類資源は急速に
減少しつつあるが、この資源の減少には乱
獲に加え、仔稚魚が最初に着底するイノー
の環境の悪化もその一因を担っていると考
えられる。本研究では亜熱帯海域に於ける
魚類資源の持続的有効利用を図るためイノ
ーのマイクロハビタットの持つ意義と各ハ
ビタットをどの様に魚類が利用しているか
を解析する。サンゴ礁に取り囲まれた沖縄
島の内湾には、様々な種類の魚類が生息し
ており、その中には水産上の重要種も多数
含まれている。ここでは、ドロクイ属、ヒ
メジ科などの水産種を対象として研究を展
開した。 

３．研究の方法 

（1）水産重要種の生活史の解明：ドロ
クイ属 2種を市場での買い取りとサンプリ
ングにより収集し、年齢・成長・成熟・初
期生活史を解析した。 
（2）採餌戦略と食性の解析：サンゴ礁

池内におけるマイクロハビタットをヒメジ
科魚類 15 種がどの様に利用しているかを
解析した。採餌行動はスノーケリングによ
り種、体長、行動ごとに目視で観察した。    
（3）サンゴ礁池の保全と持続的有効利

用のための保全マニュアル：上述の項目を
俯瞰的に解析し、モデル海域における魚類
資源の動態と種ごとの各ハビタットの利用
状況を明らかにし、それを基に生物サイド
から見た保全指針を提案した。 

４．研究成果 

（1）ドロクイ属 2 種：ドロクイとリュウ
キュウドロクイは、いずれも孵化後約７日で
沖合底層から波打ち際に加入した。加入場所
としては、砂浜海岸が選択されるが、成長に
伴い体長 15mmに達すると泥干潟へ移行した。
すなわち、ドロクイ属にとっては、砂浜海岸
と泥干潟が隣接する海岸にセットで存在す
ることが必要であることが明らかとなった。
沖縄島で進行している大規模な埋め立ての
結果、従来、異なる場所で産卵していた両種
が、同じ場所で産卵せざるを得なくなり、そ
の結果自然交雑種が出現すると推定された。 
（2）ヒメジ科 15種：ヒメジ科魚類は、同

所的に複数種が生息しているが、種毎に異な
る形態的特徴（眼径・鬚）を持ち、それらの

特徴により、採餌行動、採餌場所、採餌時間
帯、餌生物が異なることが明らかとなった。
すなわち、“食い分け”“棲み分け”“時間分
け”併用することにより、サンゴ礁池内のマ
イクロハビタットを極めて上手く使い、複数
種が同一環境に生息することを可能にして
いることが分かった。 
（3）持続的有効利用への提言：サンゴ礁

池に出現する水産重要種は、仔稚魚の着底場
所、摂餌場所、生息場所など生活史の様々な
段階でマイクロハビタットを上手く利用す
ることで共存していることが明らかとなっ
た。逆にいうと、大規模な埋め立て工事など
の人為的な影響により、生息環境が単純化す
ると、種間交雑や生産性の著しい低下を引き
起こすことが示唆された。今後、埋め立て等
の人為的環境改変の際には、単純に成魚の生
息場所野有無を論じるのみでなく、成長段階
や種間でのマイクロハビタットの利用方法
を詳細に検討してその影響を評価する必要
がある。 
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